
数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【リテラシーレベル】令和６年度申請用

大学等名

プログラム名

① 教育プログラムの修了要件

② 対象となる学部・学科名称

③ 修了要件

必要最低科目数・単位数 3 科目 6 単位 履修必須の有無

単位数 必須 1-1 1-6 単位数 必須 1-1 1-6

2 ○ ○ ○

単位数 必須 1-2 1-3 単位数 必須 1-2 1-3

2 ○ ○ ○

単位数 必須 1-4 1-5 単位数 必須 1-4 1-5

2 ○ ○ ○

単位数 必須 3-1 3-2 単位数 必須 3-1 3-2

2 ○ ○ ○

授業科目

⑦ 「活用に当たっての様々な留意事項（ELSI、個人情報、データ倫理、ＡＩ社会原則等）を考慮し、情報セキュリティや情報漏洩等、データ
を守る上での留意事項への理解をする」の内容を含む授業科目

プログラムを構成する授業科目について

●必修科目（2科目、4単位）
・情報処理概論
・情報社会と倫理

●選択必修科目（以下の2科目から1科目を選択、2単位）
・データリテラシー
・社会調査法

④ 現在進行中の社会変化（第４次産業革命、Society 5.0、データ駆動型社会等）に深く寄与しているものであり、それが自らの生活と密接
に結びついている」の内容を含む授業科目

⑤ 「社会で活用されているデータ」や「データの活用領域」は非常に広範囲であって、日常生活や社会の課題を解決する有用なツールに
なり得るもの」の内容を含む授業科目

授業科目

情報処理概論

授業科目

様式１

授業科目

情報処理概論

授業科目

大阪商業大学

AI・データサイエンス教育プログラム（基礎）

授業科目

授業科目

⑥ 「様々なデータ利活用の現場におけるデータ利活用事例が示され、様々な適用領域（流通、製造、金融、サービス、インフラ、公共、ヘ
ルスケア等）の知見と組み合わせることで価値を創出するもの」の内容を含む授業科目

授業科目

情報処理概論

令和９年度以降に履修必須とする計画、又は未定

学部・学科によって、修了要件は相違しない

情報社会と倫理
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数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【リテラシーレベル】令和６年度申請用

単位数 必須 2-1 2-2 2-3 単位数 必須 2-1 2-2 2-3

2 ○ ○ ○

2 ○ ○ ○

⑨ 選択「４．オプション」の内容を含む授業科目

⑩ プログラムを構成する授業の内容

1-1

1-6

1-2

1-3

1-4

1-5

授業科目

⑧ 「実データ・実課題（学術データ等を含む）を用いた演習など、社会での実例を題材として、「データを読む、説明する、扱う」といった数
理・データサイエンス・ＡＩの基本的な活用法に関するもの」の内容を含む授業科目

選択項目授業科目

（２）「社会で活用され
ているデータ」や「デー
タの活用領域」は非常
に広範囲であって、日
常生活や社会の課題
を解決する有用なツー
ルになり得るもの

選択項目 授業科目

データリテラシー

社会調査法

（３）様々なデータ利活
用の現場におけるデー
タ利活用事例が示さ
れ、様々な適用領域
（流通、製造、金融、
サービス、インフラ、公
共、ヘルスケア等）の
知見と組み合わせるこ
とで価値を創出するも
の

（１）現在進行中の社
会変化（第４次産業革
命、Society 5.0、デー
タ駆動型社会等）に深
く寄与しているもので
あり、それが自らの生
活と密接に結びついて
いる

授業に含まれている内容・要素 講義内容

●第4次産業革命、Society 5.0、データ駆動型社会…………………………………………………………｢情報処理概論｣(8回目)
●データを起点としたものの見方、人間の知的活動を起点としたものの見方……………………………｢情報処理概論｣(9回目)

●AI最新技術の活用例（深層生成モデル、敵対的生成ネットワーク、強化学習、転移学習など）……｢情報処理概論｣(12回目)

●調査データ、実験データ、人の行動ログデータ、機械の稼働ログデータなど…………………………｢情報処理概論｣(9回目)

●データAI活用領域の広がり……｢情報処理概論｣(10回目)

●データ解析………………………｢情報処理概論｣(11回目)
●データ可視化……………………｢情報処理概論｣(11回目)

●データAI利活用事例紹介………｢情報処理概論｣(12回目)

授業科目
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3-1

3-2

2-1

2-2

2-3

⑪ プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

【参考】

⑫ 生成AIに関連する授業内容　※該当がある場合に記載

※本項目は各大学の実践例を参考に伺うものであり、認定要件とはなりません。

講義内容

情報処理概論の「第10回 データ・AIの活用領域」に関する授業の中で生成AIについて解説し、文章作成と画像作成を実演した。
情報処理概論の「第13回 データ・AI利活用の最新動向」に関する授業の中でChatGPTとBing AIを用いた文章作成の演習を実施した。

このプログラムでは、Society5.0時代の社会で活躍するための基礎素養であるAI・データサイエンスの基礎を学び、それらを業務に効果
的に利活用できる能力を身に付けることができます。

（５）実データ・実課題
（学術データ等を含む）
を用いた演習など、社
会での実例を題材とし
て、「データを読む、説
明する、扱う」といった
数理・データサイエン
ス・ＡＩの基本的な活用
法に関するもの

（４）活用に当たっての
様々な留意事項
（ELSI、個人情報、
データ倫理、ＡＩ社会原
則等）を考慮し、情報
セキュリティや情報漏
洩等、データを守る上
での留意事項への理
解をする ●情報セキュリティ：機密性、完全性、可用性………………………………｢情報社会と倫理｣(12回目)

●情報漏洩等によるセキュリティ事故の事例紹介……………………………｢情報社会と倫理｣(14回目)

●データの分布(ヒストグラム)と代表値（平均値、中央値、最頻値）……｢データリテラシー｣(7回目)、 ｢社会調査法｣(2、4回目)
●代表値の性質の違い（実社会では平均値＝最頻値でないことが多い）…｢データリテラシー｣(7回目)
●データのばらつき（分散、標準偏差、偏差値）……………………………｢データリテラシー｣(7回目)、 ｢社会調査法｣(3、5回目)
●観測データに含まれる誤差の扱い……………………………………………｢データリテラシー｣(7回目)、 ｢社会調査法｣(10回目)
●相関と因果（相関係数、擬似相関、交絡）…………………………………｢データリテラシー｣(9回目)、 ｢社会調査法｣(6、13回目)
●母集団と標本抽出（国勢調査、アンケート調査、全数調査、単純無作為抽出、層別抽出、多段抽出）…｢社会調査法｣(9回目)
●クロス集計表、分割表、相関係数行列、散布図行列……………………………………………………………｢社会調査法｣(7回目)
●統計情報の正しい理解（誇張表現に惑わされない）……………………………………………………………｢社会調査法｣(11、12回目)

●データ表現（棒グラフ、折線グラフ、散布図、ヒートマップ）…………｢データリテラシー｣(6回目)、 ｢社会調査法｣(8回目)
●データの図表表現（チャート化）…………………………………………………………………………………｢社会調査法｣(8回目)
●優れた可視化事例の紹介（可視化することによって新たな気づきがあった事例など）……………………｢社会調査法｣(14回目)

●データの集計（和、平均）…………………｢データリテラシー｣(2、3回目)、 ｢社会調査法｣(2回目)
●データの並び替え、ランキング……………｢データリテラシー｣(2、3回目)、 ｢社会調査法｣(7回目)
●データ解析ツール（スプレッドシート）…｢データリテラシー｣(2、3回目)
●表形式のデータ（csv） ……………………｢データリテラシー｣(2、3回目)

●ELSI（Ethical, Legal and Social Issues）…………………………………………｢情報社会と倫理｣(2～5回目)
●個人情報保護、EU一般データ保護規則(GDPR)、忘れられる権利、オプトアウト…｢情報社会と倫理｣(6～8回目)
●データ倫理：データのねつ造、改ざん、盗用、プライバシー保護…………………｢情報社会と倫理｣(13回目)
●AIサービスの責任論………………………………………………………………………｢情報社会と倫理｣(9～11回目)
●データAI活用における負の事例紹介……………………………………………………｢情報社会と倫理｣(9、10回目)
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数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【リテラシーレベル】

様式３

大学等名

① 全学の教員数 103 人 （非常勤） 111 人

② プログラムの授業を教えている教員数 7 人

③ プログラムの運営責任者

（責任者名） （役職名）

④ プログラムを改善・進化させるための体制（委員会・組織等）

（責任者名） （役職名）

⑤ プログラムを改善・進化させるための体制を定める規則名称

⑥ 体制の目的

⑦ 具体的な構成員

大阪商業大学

教育の質・履修者数を向上させるための体制・計画について

大阪商業大学情報教育委員会規程

委員会は、情報処理教育及び数理・データサイエンス・AI教育の円滑な運営を図ること
を目的とし、次の事項について審議、実施する。
(1) 情報処理教育に関する事項
(2) 大阪商業大学AI・データサイエンス教育プログラムの運営、改善・進化、自己点検

・評価に関する事項
(3) 数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度の申請に関する事項
(4) 教育・研究用情報システム（機器、ネットワーク及びソフトウェア）の整備、管理

に関する事項
(5) 教育・研究における情報システム利用の支援に関する事項
(6) 前5号にかかわる事業計画に関する事項
(7) その他本学における情報処理教育及び数理・データサイエンス・AI教育の目的を達

成するために必要な事項

委 員 長　樽磨　和幸　　総合経営学部経営学科　教授
副委員長　佐藤　　仁　　総合経営学部経営学科　准教授
委　　員　石黒　亜維　　総合経営学部商学科　　専任講師
委　　員　宇治　典貞　　総合経営学部経営学科　専任講師
委　　員　梶浦　大起　　総合経営学部経営学科　助教
委　　員　北室　康一　　総合経営学部商学科　　准教授
委　　員　小林　俊和　　公共学部公共学科 専任講師
委　　員　佐藤　敦子　　総合経営学部経営学科　助教
委　　員　塩塚　武康　　総合経営学部経営学科　准教授
委　　員　高橋　美貴　　総合経営学部経営学科　教授
委　　員　中谷　陽仁　　総合経営学部経営学科　助教
委　　員　吹原　顕子　　総合経営学部商学科　　准教授
委　　員　松田　昌人　　総合経営学部経営学科　准教授
委　　員　矢野　芳人　　総合経営学部経営学科　助教
委　　員　奥田　一嗣　　事務局　庶務課 課長
委　　員　大林　進一　　事務局　学生支援課　　課長
委　　員　田畑麻貴子　　事務局　教務課 課長

情報教育委員会

樽磨 和幸 情報教育委員会　委員長

樽磨 和幸 情報教育委員会　委員長

(常勤）
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数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【リテラシーレベル】

⑧ 履修者数・履修率の向上に向けた計画 ※様式１の「履修必須の有無」で「計画がある」としている場合は詳細について記載すること

令和５年度実績 令和６年度予定 令和７年度予定 46%

令和８年度予定 令和９年度予定 収容定員（名） 4,400

⑨ 学部・学科に関係なく希望する学生全員が受講可能となるような必要な体制・取組等

⑩ できる限り多くの学生が履修できるような具体的な周知方法・取組

70%

1)本教育プログラムは、全学部・学科の学生が正課授業（卒業要件科目）として履修で
　きる「副専攻科目」で構成されている。
2)時間割の工夫
　本教育プログラム対象科目の時間割配置とクラス数には以下の工夫を施している。
　2-1)本教育プログラム対象科目を可能な限り時間割上重複しない曜日時限に配置して
　　　いる。
　2-2)実習系科目（データリテラシー）は、教育効果を高めるために定員50名の人数制
　　　限を設け、履修希望者全員が履修可能となるよう複数科目(2023年度は5クラス)
　　　開講している。履修希望者の増加が見込まれる場合にはクラス数を増強する体制
　　　をとっている。
　2-3)講義科目についても教育効果を考慮し、最大収容定員を 400名に制限している。
　　　2023年度に履修希望者が最大収容定員を超えた科目（社会調査法）は、2024年度
　　　のクラス数を1クラスから2クラスに増強している。

以下のような周知の取り組みを実施している。
1)『履修の手引き』による周知
2)周知用チラシ及びポスターを作成し、新入生オリエンテーション、履修相談会等で配
　布するとともに学内掲示板に掲示している。
3)大学ホームページ、ポータルサイト及び授業支援システム等、オンライン上での周知
　を実施している。
4)本教育プログラム対象学生（2023年度以降の入学生）に対するアンケート調査を、必
　修科目であるゼミナール内で実施している。本アンケート調査自体が、学生への周知
　の機能を果たしている。
5)本教育プログラム対象科目の初回授業において、本教育プログラムの意義、修了する
　ことの利点、カリキュラム体系等について説明し、学生の履修意欲を高めるとともに
　修了要件科目の履修を促している。

12%

66%

28%

目標を実現するために、以下の取り組みを継続して実施する計画である。
1)本教育プログラムの周知の強化・継続…　本教育プログラムの意義、修了の利点、及
　びカリキュラム体系等の周知を強化し、毎年度継続して実施する(項目⑩参照)。
2)学生の学習サポートの利用推奨…　サポート学習やオフィスアワーによる学生サポー
　トを周知し積極的な利用を推奨する(項目⑫参照)。また、学内の情報教育環境の積極
　的な活用を推奨する(項目⑪参照)。
3)本教育プログラム対象科目の時間割配置の改善…　教育プログラムの時間割配置を見
　直し、改善策を実施する(項目⑨参照)。
4)評価・改善の継続…　情報教育委員会、データサイエンス教育推進部会が中心となり
　、内部評価（学生へのアンケート調査、担当教員による振り返りシート作成）、外部
　評価（外部企業人、他大学教員）の結果を分析し、改善策を検討する。
5)教育の質向上の取り組み…　評価結果を関係者間で共有し､授業内容､授業運営の改善
　、履修率の向上につなげる。
また、令和６～８年度の取組みを総括して得られる知見に基づく改善点を令和９年度以
降に反映する。

具体的な計画
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⑪ できる限り多くの学生が履修・修得できるようなサポート体制

⑫

1)学内情報教育環境の活用
1-1)授業支援システム

授業資料が蓄積されており、学生の予復習に利用されている。また、オンライン
の小テストや小レポートを授業内容の理解度確認、理解の定着に役立てている。

1-2)共用PC利用制度
ラーニングコモンズ他でノートPCの貸し出しを行っている。パソコンを設置した
オープンルームを常設し、情報処理実習室は授業で使用していない時間帯は開放
している。

1-3)学内全域Wi-Fi環境
学内全域でWi-Fiが利用でき､オンライン教材の利用等の自学自習に活用されてい
る。

2)資格講座の活用
学生のキャリアアップ支援のために資格講座を運営し、本教育プログラムに関連した
資格（情報処理試験等）取得に挑戦することを推奨している。

授業時間内外で学習指導、質問を受け付ける具体的な仕組み

授業時間内外で学習指導、サポートとして以下の取り組みを実施している。
1)サポート学習講座の運営
学生支援課（令和６年度以降は組織変更により教務課）が運営するサポート学習講座
（「数学よろず相談」、「パソコン講座」他）を通じて、学生の個別の質問に対応し
自主的な学習を促進している。本講座は、情報教育委員会委員が担当している。

2)オフィスアワーの設定
各教員はオフィスアワーの時間を設け、それを学生に周知し、来室した学生に対する
授業内容等のフォローアップや教学関係の相談に対応している。

3)授業支援システムの活用
学生からの個別の質問や相談にオンラインで対応するために、授業支援システムの個
別指導コレクション機能を利用している。このシステムを通じて、学生はいつでも自
分のペースで学び、質問を投げかけることができる。

4)TAによる授業サポート
実習系授業（データリテラシー）においてはTA（またはSA）を配置し、学生の学習を
サポートしている。
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様式４

大学等名 大阪商業大学

① プログラムの自己点検・評価を行う体制（委員会・組織等）

（責任者名） 樽磨 和幸 （役職名） 情報教育委員会　委員長

② 自己点検・評価体制における意見等

学内からの視点

学生アンケート等を通じた
学生の内容の理解度

FD委員会が実施している授業アンケートのうち「授業の内容が理解できている」の項目を分析することで学生の授業内
容に対する理解度が評価できる。
担当教員はアンケート調査結果、ならびに、科目別合格率（単位取得率）等の教務データに基づき、自らの授業を評
価・点検している（担当教員による授業振り返りシートの作成・提出）。学生に対しては、授業内容を確実に理解するた
め、授業時間外の取り組みであるサポート学習講座（「数学よろず相談」、「パソコン講座」）や担当教員によるオフィスア
ワーをより積極的に活用するよう推奨していきたい。

学生アンケート等を通じた
後輩等他の学生への推奨
度

データサイエンス教育推進部会と教務課が実施実施しているアンケート調査のうち「この授業を後輩に勧めたいと思い
ますか」の項目により後輩学生や他の学生への推奨度について確認している。
本項目の回答には学生の授業内容に対する満足度が反映されていると考えられるので、この数値を高めるため、各教
員には次年度の授業内容、授業運営方法を工夫するとともに、本教育プログラムの意義をより丁寧に説明することを求
めたい。また、このアンケート結果を学生にフィードバックすることで、学生の本教育プログラム履修の動機づけに役立
てたい。

全学的な履修者数、履修
率向上に向けた計画の達
成・進捗状況

2023年度の本教育プログラムの履修者率は全1年生の41%であった。
全1年生を対象としたアンケート（あなたは本教育プログラムの存在を知っていましたか）で「はい」と回答した者は全回
答者の約20%であった。また、対象科目受講生を対象としたアンケート（この授業が「AI・データサイエンス教育プログラ
ム（基礎）」の対象科目であることを知っていますか）で「はい」と回答した者は全回答者の約67%であった。このことか
ら、開始初年は、本教育プログラムの周知（特に、新入生が履修登録をする前段階での周知）が十分ではなかったと評
価する。
本教育プログラムの周知に関する改善・実施を継続し、履修者率・修了者率の向上に努めたい。

学修成果

データサイエンス教育推進部会と教務課が実施しているアンケート調査のうち「関心が持てる授業内容である」と「この
授業を受講してAI・データサイエンスに興味を持つことができましたか」の項目を分析することによって、本教育プログラ
ムの学修成果を評価することができる。
分析結果は授業担当者、関係課室及び関係委員会間で共有され、本教育プログラムの評価・改善に活用される。授業
担当教員には、アンケート調査結果や自身の授業実施経験等に基づき、本教育プログラムの履修生にAI・データサイ
エンスにより興味を持ってもらえるよう、授業内容の工夫や授業運営方法の改善を要請していきたい。

自己点検・評価について

自己点検・評価の視点 自己点検・評価体制における意見・結果・改善に向けた取組等

プログラムの履修・修得状
況

教務課では、本教育プログラムの履修状況・単位修得状況・修了状況を把握している。また、全科目・全授業回で出席
確認システムを使用して出席状況を確認しており、収集データを分析している。
本教育プログラム対象科目はいずれも1年次配当で、理論上、1年次末に本教育プログラムを修了することが可能であ
る。しかし、1年次に自由に履修できる科目数には制限があるため、卒業までに修了できるよう履修計画を立てている学
生も多いと推察される。情報教育委員会としては、在学中のさらなる学修の基礎となること、また、就職活動おける利用
価値等、本教育プログラムの利点を周知し、できるだけ2年次末までに修了するよう推奨していきたい。

情報教育委員会
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自己点検・評価の視点 自己点検・評価体制における意見・結果・改善に向けた取組等

学外からの視点

内容・水準を維持・向上しつ
つ、より「分かりやすい」授業
とすること

※社会の変化や生成AI等の
技術の発展を踏まえて教育
内容を継続的に見直すなど、
より教育効果の高まる授業内
容・方法とするための取組や
仕組みについても該当があれ
ば記載

授業の質を維持・向上しつつ、より分かりやすい授業とすることを目的として、
１）内部評価：学生アンケート、対象科目担当者による振り返り
２）外部評価：外部評価者（企業人、他大学教員）による意見聴取
を実施している。これらから得られた情報は、関係者間で共有され、教育プログラム全体の改善に役立てている。加え
て、本学の情報系教員が実習系授業の授業改善のために定期的に開催しているミーティング（1996年度から継続）に
おいて、2023年度から本教育プログラム対象の実習系科目である「データリテラシー」に関する授業報告を議題に追加
し、教員間での情報交換と協力体制を強化した。

教育プログラム修了者の
進路、活躍状況、企業等
の評価

2023年度以降の入学生を対象としたプログラムであり、本教育プログラムを修了した卒業生は出ていない。したがっ
て、現時点では、本教育プログラム修了者の進路、活躍状況、企業等の評価について点検・評価はできない。2027年
度以降は、本教育プログラムを修了した卒業生が、企業等で働くようになる。その際には、キャリアサポート室及び、IR
（Institutional Research）推進委員会ならびに就業力測定部会による卒業生の活躍状況の調査や企業等の評価に関す
る点検・評価を実施することを検討している。

産業界からの視点を含め
た教育プログラム内容・手
法等への意見

【企業人による評価】学生は、データサイエンス・AI教育に関する知識・技術を身に付けるだけではなく、それらをどのよ
うに活用するかを主体的に考えられるようにならなければいけない。他者とコミュニケーションをとれることが大前提で
はあるが、一定レベルのデータサイエンス・AIに関する知識・スキルを身に付けた学生は仕事の現場においても重宝さ
れるのではないか。

【他大学教員による評価】本教育プログラムは文部科学省の基準に準拠しており、科目数と内容のバランスが適切であ
る。シラバスがよく練られており、実践的なカリキュラムが受講生からの良好な評価を得ているが。一方、プログラムの
周知不足と受講者増加のための改善が必要である。

数理・データサイエンス・ＡＩを
「学ぶ楽しさ」「学ぶことの意
義」を理解させること

本教育プログラムは必修科目と選択科目を合わせて3科目の単位修得を修了要件としている。授業では、問題演習や
グループワークなどをできるだけ取り入れた授業展開にかかる時間的余裕を確保し、学習量に余裕を持たせ、比較的
緩やかなペースで反復しつつ内容をしっかりと学習・理解できる科目構成とした。このことで、確実に理解できたという充
実感とともに、AI・データサイエンスを学ぶことの楽しさを実感することに繋げ、より発展的な学習に挑戦する動機づけを
与えることができたと考えている。しかしながら、プログラムを意図せず履修している学生も多く見られるため、今後は、
プログラムの意図的に履修する学生が増えるよう、周知に努めたい。
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27

　本学には、AI・データサイエンスの基礎を学ぶ「AI・データサイエンス教育プログラム（基礎）」があります。
このプログラムでは、Society5.0※時代の社会で活躍するための基礎素養であるAI・データサイエンスの基礎を学び、
それらを業務に効果的に利活用することができる能力を身につけることができます。

※「狩猟社会」「農耕社会」「工業社会」「情報社会」に続く、人類史上５番目の新しい社会

このプログラムを修了した学生には、修了証が発行されます。発行の手続きは「S-Navi !」でお知らせします。

●このコースでは以下の項目について学びます
①データ・AI利活用に関する基礎知識

世の中のどのようなところでデータ・AI が利活用されているか、また、データ・AI を扱うための留意事項な
どを学びます。
②社会で活躍するために必要なデータリテラシー
データを適切に読み解き、加工し、伝えるための知識とスキルを学びます。

●対象科目（修得に必要な単位：６単位以上）

区　　分 授業科目名 配当年次 単位数 プログラムにおける必選

情報科目・情報基礎領域
情報処理概論 1 2 ◎

データリテラシー 1 2 △

ソフトパワー関係科目・

人間関係性領域

情報社会と倫理 1 2 ◎

社会調査法 1 2 △

◎の科目はプログラムの必修科目です。プログラムを修了するためには、必ず修得してください。
△の科目はプログラムの選択必修科目です。プログラムを修了するためには、△から２単位以上を修得してくだ

さい。

■AI・データサイエンス教育プログラム（基礎）

12



������ �� ��	
	��
����� ��������� ���� !"#�$%!&'�()!*+�,-./01 21 34 56789:;<�=>?�����=@ABCD ��E�F��GHEIJ!KLGHEIJ!MNBMOPEQR=ST<�UVW=XYNBAZ[\]^E<�_U!��`��[�ab=cdefg8hijOBAZ[\Mk_!��E2l_U!��mU!����nomU!<�_pESqr��GHhijOBA�s`CtZ[\NsN!�ug:vwdx9d8gyz:!{|E}d6grpsP~��O��$r��`-hcdefg8`i�B��[�mAq��=U��h�TZ[\kqA�a��`��[�ab!��Yx���-����hIJN!<�UZa�����bBAZ[\kESqr��sP!��E�l_U!<�=>?��g8���E� ¡E¢£`¤¥`|¦=CtZ[\��E�b§��_U<�=>?�����E¨©�x��norp=@AB�ªNZ[\��«¬x�­®¯Eab=!°±²³E��_´�h�TZ[\µ³E��_¶;g·¸g¹=ºT©�Z[\��E»¼�½�cdefg8x9d8gyz:rpE¾¿Àr��GH=@AB��[�\�<�=>?�����no!Za�ÁÂrpEÃNA��GH=@AB��[�\���x��YEGH=ST!<�hXYNBA�km`��[�\��ÄÅÆ2�1ÇÈ�É9Êd�ËkOZ_E<�XYÌ�ÆÍÎÏ���GHE¾¿Ç�Ð��Ñ�Ð����ÑmUÒsÓ�cdefg8E¨©��ÔgÕÖ×Ø�Ù�cdefg8E¨©��Úv:Ö×Ø�Û�cdefg8E¨©��yz:¸g¹�Ü�����noÝ�ÞßÀr����no�à�����noá�����noE}âfãnä�å�ÆÍ5Ï�<�=>?��g8���� ¡Ç�æÁçèéêëìíî�<�_%ïBA�XYð�<�_ ¡�OBA��g8Îî��g8���E ¡ñòÎÎ��g8���� ¡EabEGHÎ5��g8���� ¡E]óÎô��g8���� ¡EõÃ�öÎ÷�´�Cø�ù�E<�!��0Þ=úbPO�-û=@ABüNRq�Îì���EýþmCø �E��!�E��mE�����	CDab=�
��¾
�cdefg8x9d8gyz:rpE¾¿Àr��GH=�[��­`�=@?BA�s\�<�=>?�����no!Za�ÁÂrpEÃNA��GH=@AB��_ïBA�s\���x��YEGH=ST!<�hXYNBA�km`��NBA�s\®1��21®1��Ë�T 
��§��21®1��Ë�î��´�rpE���Ëôî� �û���_��NZ[\ 
�Cø��ø��ø�������`��[�ab= F_�O!"#À=$%&rp_����%'`()aT!9d8gyz:`*iNB()aTNB	+�A\��ømNBU,-ST!./0�äØsPIL�O���=1�N!��<�=>?���E2Ox����=@AB�¦`3@km`¦h?B	+�A\���|=4g:x05`ï67mºT!���=U4g:`8�N!N�sT�øNB	+�A\9/=>?�1:;<=À!"#À=��=>?NB	+�A\@AUÍÎ³�E��_BCZ[\kE��U!Ð����g869Dd�·E¶�o�¾¿�ÑEFG¬®= Fr F��_[�@AUHFEIJï`>�Ekm�\
13



������ �� ��	
	��
����� ������������� ����� ���!"#$%&' ()*+, -.*/0 12*34 56*78 9:*;<=>?@ A@ BC DEF�GHI#$JKLM����EGNO� ��PQRSTUV�WXYZU[\]̂ ��_`abcde\]f��d�"gh ijklmfnopqrstu vwxEGHPyz���JKP{|}Pijno~�������f�bq�t^y��JK�de�PV�U/�P���f�"p �P5JK�R~��f��j� ��f�Ypq� �APnof�aq�d���f���EGNO���bcde���h N��If��q��f��pa���EGNO�P#$f��cdeN��IP# P¡�JKLM ���P¢£��P#$f¤U¥¦cde§U¨©���f�baP�����ª«f¬­p ¢£fyb ���JK®^�¯�`�PJ °±U²³d�´�~�f��cde ��PµM´¶·P���h c¸��d�¹�U¥ba�²pqº� EO»I���f¼½p N��If�bq«��� ¾���U��¿À�[Kbcde��h Á�ÂP²³fÃ�p Ä>ÅÆÇ^ÈÉpÊb cq ÁËPÌ¦fÍ~^KµMaÎÏ_be"�ÐfÑÒp ÓÔfZÕ_Ö�qMUm·P×��Hf�Øpcde��PÙÚ�ÛÜÝtÞßàHf�ba ���P¢£´��Ýá´�f�Íd�eÜ�tPâ�´kI�I~�P�tP#$ã~ÓÔf¤U¥¦�eÜÍK`q¢£äåkâæçèfé'UêJ�kdÎë��Éf¤U¥¦�e��tuìA*@íî*ïGðO�ñ~ò��������^�R~PJóô*õö÷wøP# ù# úûü*õö÷wøP# ýþmP���*¢£��fÓ�ù��������P# �*¢£��fÓ�ý���H��FI�*¢£��fÓ����àû��*¢£��fÓ�	Û 
��
Ý�����P�K¥��*¢£��fÓ��Ñ�P#$�*¢£��fÓ�����P�þ�·�¢£��*���P��ª«U��ù�l���P¢£�����*���P��ª«U��ý�l���P¢£�D��D*���P��ª«U���ri���P¢£UV���`tu� *���P��ª«U��	EO»�O�UV�|!""�#*���P��ª«U���¢£äåfâæpV��$*��P%&����åP'()�·PïGðO��hÄ>jP*Rª¹~�²³pcdP� Ä>+,'h�¸-.paÎÏ_be�/01#2ÜÝtÞßàHf�bq���P¢£´��Ýá´�f�Ípab�JeÜ�tPâ�´kI�I~�P�tP#$ã~ÓÔf¤U¥¦ab�JeÜÍK`q¢£äåkâæçèfé'UêJ�kdÎë��Éf¤U¥¦ab�JeZ@34�56Z@34ñ~p �/01´�Ü¶·P���P��7P��¿¯89: �;<*¶·P��k¾�=-~�U>?ãÜ�@ãU��¿ÀÏJf01AB�d�eÜ¾�C=-DPçè:E�;<Ü¾�P=-�^DFGHPIÊh 01JK�paõLZ�~�cdeÁMN} O' Â� -PQ -P5�R�H S TU; hVMP)WXT#$JKhVM�T���EGNO� YZ[-P D�DD°\ ]^[¼½pcde 2_��:n�Ü¡�<C§·c�U��çèf¡�p Ñ�U�ÍpaÎÏ_be`.pqIÊh��çèfÑÒp §·P��c�Ua�pa ��PµÐJKb`~bV�UpaÎÏ_be§·P��U�R~2_U¥bah °\cdpcdeÄ>Ue¦�fWgÜÝtÞßàHPhXãiK:j��������k�lÍd�mÐ<flÍpab���^,cpbeÜ�tUþd�n_ÓÔh�Rº�cÖÀ^ "nf��qMUj�t�okfÄ>d���fpqpcdeÜrsm�PÁ�Âjm�îkjm�\kPÁ�Âf��d�IÊ^º�cdP� Ã����V�UpaebaÎÏ_beÜ�P��h j\]Ü���EGNO�»t��u:#$<kPlvÒZU�R~wx�l���d:yzh{lP�|�fÃ�P��<e[�W¥Pwx�l��jQ�
��k[ºêÖa{ld���� ��çèP"�^}c�cde
14



������ �� ��	
	��
����� ���������� ���� !"#�$%!&'�()!*+�,-./01 21 34 56789:;����<=>?@AB�CD@EFGHIJKLM@NOPQR��STF����@UV�WXYXGKLZH[!�\]!^_`@NOPab�c�@d[!����<=>?@AB�CDSefZg@NV�c�Z�h�]Xij����<k!lmSno@d[pq@G[!$BGres@tuPOXij�vwGxSyz@d[!{|{GxS}]O~�������������_!^S��<!�O�VGOKL�A��c���[XijXC!���-�He�Sq�����G�<!�-��8�$�@�� ¡¢<B�d£@�G[X]Cj^S¤<�-��8Z¥¦]!§�9���Z¨���abG©PkG[Xª«jd[¬O��Z­®]d£�i�ab�J¯°<������Z±²Z³[´µPQ¶Xij��S�D�cS��<k<B�·Vg¸G±²Z³[´µP!¡�[Ji©/¹]Xij�\º»JHI¼½SCDS��¾¿�:ÀSÁÂZÃD�ÄÅ��[XijXC!ÆÇS��<È;�§É�Ê@³[ËÌXij��SÍÎ�h ����<%c�WXYXGKLJÏÐ@NOP�\i� ����@UOPÑÒGA�ZU©�CDS¯ÓJ¯°@NOP�\i� ��ÔÕ�Ö×ØSÙÚZH[!^SÖ�ÊvÛÜÝ�:�<B�d£@G� ����J��@Þi�±ßGxS0±����ZàÌ\©CDSHIZg@NV���áâã2�1äå�æ9ç��èé�������ê@NOPë���Q�kì������^SíKLî��J�����^Sïðñ������^SíKLòÛó:ôõ�ö÷øùú������^SíKLûÝ�ØüÖ×���ý�9�8�Ûó:´S-þî§�9�����-����9�8�Ûó:´S-þòW`]J�Ü8;8:����9�8�Ûó:´S-þû�9:69:J�����¤�����8 ��Z	£´<S
�±�î��S
ËÌ���@�b��������8 ��Z	£´<S
�±�ò����D��-���Ö�Ê����LQ����S����@NOP�]Å£��5���8Z¨�´<S
�±�î��ÔÕ�Ö×Ø�����8Z¨�´<S
�±�òH?��þ!��þ����LQ��0±����Jg¸GÂ ±�`ab���!�/¹S"# ®$%&'( ����<%c�WXYXGKLJÏÐ@NOP�\<BPO�� ����@UOPÑÒGA�ZU©�CDS¯ÓJ¯°@NOP�\<BPO�� ��ÔÕ�Ö×ØSÙÚZ�\]!^SÖ�ÊvÛÜÝ�:�<B�� ����J��@Þi�±ßGxS0±����ZàÌ\©CDSHIZg@NVPO��¼1)*Q+,¼1)*è�[ ®$%&�- Q+,¼1)*è.�/ ��¤SÁÂ0Gxè��/ 12��3<45]Xij (6Q��7� 8��À±9@:ÇS;<Z��=>��×?Zq�]P@A]C[!�LZ�]C[i�ÄÅ��[Xij7�]P��@B«<©·WOj��<�\]@©Oc���_C!DEFGx<��ÞGEHZIJC[!9�8�Ûó:ZK�]PIJC[]PP©·WOjL/@UV�M�M=>?!NO?@��@PQ]P©·WOjRSkT�Ç�S��<UbXijcS��k!é�� ��869V��§WÈ�?�'X�êSYZ»¼@EFGEY��<i�RSk[YS�\BZP�Sc��j
15



������ �� ��	
	��
����� �������� ������� ! "# $%&'()*+,'-./012 ��3456789,)3:;<=>?@ABCDEFG//3HI6JK30D<LMN1/OOIPQRS2TUV-WXYZFG=[\D]B3JK<^_M]`abCcdT+,'ef3ghXijk]B=��+,'-./01]C]l?Tmno�3pqS<=rs3t,u-v�wE3x,9yz8{��-<|ED]B=/}/}1q~S����3+,'����FB/C2T03��S<=��+,'->3�?Xef2FG=�X����-��0D�S��3M=�3JK�1�/�-��]C2T��X=��]w��-��]B=�+,'-ef2���X�b�jC2T��3�E��P1��-� ]wb=¡e3¢£3¤YZ-�Awb2�wEX<=JK�1+,'ef�¥McCcdT¦§�¨©1ª<«¬j-2�M­]FCcd�=PQRS2T[\D]B3JKef<®]`abCcdT/`�M3UV-��]B=��+,'-./01c��?X1bC]l?T ��3¯°�±²��+,'-³´Xµj�F��?X1�T�²��+,'-³´X¶K]=5·S���?X1�T�²��+,'X¸]B=³´1ef���¹ºS���?X1�T��K»¼!� ½¾�1¿��+,'-6efI2�3MÀ�+,'-ÁÂ2�ÃÄÅÆDÇÈÄÉ�+,'3ÊNGbÄeÊD±ËÌÍÄÎ�ÅÆDÇÈ3ÏÐÑ�+,'3ÏÐÄ±Ë�ÒÄÓ�+,'3ÔÕÄÊÖ×DØÔÕ¦ÄÙ�+,'3CDE�ÄÚÛ�¶KÄÜ�{�Ý3./eZÞ�+,'3�b�Äß¶àD±áÄâã�+,'3äM�Ä±ËåÍDæçèéÄââ�+,'3êëÄìí3�B�Äâ$�+,'SäME�ÄJK�ìíîéÄâï�+,'3ðhÄØÔÔÕDñ;ÔÕÄâò�+,'-µj��ÄóôJK��3õöÄâ÷���+,'�6.ø�IwEXÄùúÄ ûüýþ Ë² á�1+,'¶K@{�Ý-�ûS��MT² á�1JK�3��-�]` �]B/�MT²³´1ef��-¹ºS��MT²��3¹k�¦�ù�¦3�e-	��qÈ<=6ýþ
��
ID�é]C2Té ��! é ���1] ûüýþ���y�)òã������òã���,)$ã� ����<³��Ö2�T Ë����ê�²��
��F�F34��Ø�XÔ ]B/�3S=eMN1/D0}-!AB"`D��X�/B0F1`1bC2T#3��CSX=]AMb��]B$%1Ò-�&]B`'�/T (�X"Z�)�Ò²JK�3ê�v*<CAw`+5abCcdT²03��<=����,�-3+.��S2T²03��<=/0²+,'%(18��23Û{�4� 5
367+.��S2T­?¾�367+.��6+,'8y��,I­aLcB9.2�0DS=����3 ��:CbC2T²;<-=�>?]B`'�/T
16



17



18



19



20



1/2 

○大阪商業大学情報教育委員会規程

平成12年4月1日 
最近改正 令和5年4月1日 

（名称）

第1条 大阪商業大学に情報教育委員会（以下「委員会」という。）を置く。 
（目的）

第2条 委員会は、情報処理教育及び数理・データサイエンス・AI教育の円滑な運営を図るこ

とを目的とする。

（審議事項）

第3条 委員会は、次の事項について審議、実施する。 
(1) 情報処理教育に関する事項

(2) 大阪商業大学AI・データサイエンス教育プログラムの運営、改善・進化、自己点検・

評価に関する事項

(3) 数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度の申請に関する事項

(4) 教育・研究用情報システム（機器、ネットワーク及びソフトウェア）の整備、管理に関

する事項

(5) 教育・研究における情報システム利用の支援に関する事項

(6) 前5号にかかわる事業計画に関する事項

(7) その他本学における情報処理教育及び数理・データサイエンス・AI教育の目的を達成

するために必要な事項

（部会）

第4条 委員会のもとに、部会を置くことができる。 
2 部会の構成員及び部会長は、学長が委嘱する。 
3 部会の構成員及び部会長の任期は、第10条に準じるものとする。 
（構成）

第5条 委員会は、次の者で構成する。 
(1) 本学各学部専任教員のうちから学長が委嘱した者 若干名

(2) 部会長

(3) 庶務課長

(4) 教務課長

(5) 学生支援課長

2 委員会の委員長及び副委員長は、学長が委嘱する。 
（招集）

第6条 委員長は、委員会を招集し、議長となる。 
2 委員長に事故があるときは、委員長の指名する者が前項の職務を代行する。 
3 委員長は、委員会構成員の1／3以上の者が要求したときは、委員会を招集しなければなら

ない。

（構成員以外の者の出席）
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第7条 議長が必要と認めたときは、委員以外の者を出席させることができる。ただし、議決

には、参加できない。

（定足数）

第8条 委員会は、構成員の2／3以上の出席をもって成立する。ただし、休職、留学中の者は、

定足数から除外する。

（決議）

第9条 議事は、出席構成員の過半数で決する。ただし、可否同数の場合には、議長の決する

ところによる。

（任期）

第10条 委員の任期は、原則として4月1日から翌年3月31日までの1年とする。ただし、再任

は妨げない。

（所管）

第11条 委員会の事務は、教務課の所管とする。 
（改廃）

第12条 この規程の改廃は、大学教授会の議を経て学長が行う。 
附 則

この規程は、平成12年4月1日から施行する。 
附 則

1 この規程は、平成14年3月28日から施行する。 
2 この規程は、平成12年4月1日施行の大阪商業大学情報処理委員会規程を改正したものであ

る。

附 則

1 この規程は、平成20年3月12日から施行する。 
2 この規程は、平成14年3月28日施行の大阪商業大学企画委員会情報処理部会規程を改正した

ものである。

附 則

1 この規程は、平成24年7月11日から施行し、平成24年4月1日から適用する。

2 この規程は、平成20年3月12日施行の大阪商業大学情報推進委員会規程を改正したものであ

る。

附 則

この規程は、平成29年4月1日から施行する。 
附 則

この規程は、令和2年4月1日から施行する。 
附 則

この規程は、令和5年4月1日から施行する。 
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